
様式第１０

１．実施した計画の基本的な事項

（１）基礎情報

ア．対象地域

構成市町村等名

地域内総人口（人）

地域総面積（㎢）

地域の要件 豪雪 山村 過疎 その他

地域の要件がその他の場合は
具体的に記載

組合名称（設立年月日）

組合を構成する市町村

イ．計画実施期間

開始年月日

終了年月日

計画期間

２　目標の達成状況

（生活排水の処理）

人口 構成比 人口 構成比 人口 構成比

処理形態別人口 8,676人 52.5% 8,540人 59.1% 7,857人 56.0%

1,097人 6.6% 1,057人 7.3% 943人 6.7%

1,745人 10.6% 2,182人 15.1% 1,546人 11.0%

11,518人 69.7% 11,779人 81.5% 10,346人 73.8%

664人 4.0% 385人 2.7% 531人 3.8%

4,340人 26.3% 2,283人 15.8% 3,150人 22.5%

5,004人 30.3% 2,668人 18.5% 3,681人 26.2%

16,522人 100.0% 14,447人 100.0% 14,027人 100.0%

し尿・汚泥の量

２　目標が達成できなかった要因

３　目標達成に向けた方策
目標達成年度 令和11年度まで

（都道府県知事の所見）

※令和６年３月31日までに承認された地域計画については、なお従前の様式にて提出できるものとする。

合併浄化槽の整備・普及に向け、補助金制度等を町の広報等で周知を行っていく。また未設置者だけでなく、単独浄化槽設置者へ合併浄化槽へ
の転換を呼びかけていく。
近年の人口減少に伴い、汚水処理人口も減少していくことが予測されるため、計画の見直しも検討していく。

合併処理浄化槽の普及拡大については、環境保全に対する意識を高め、県民と行政とが一体となって進めていくことが重要である。啓発活動を
積極的に推進することで、目標を達成するよう努めていただきたい。

合計 5,184キロリットル 3,977キロリットル 4,470キロリットル

生活排水の処理において、汚水衛生処理人口及び未処理人口とも目標を達成できませんでした。
浄化槽設置整備事業の設置基数が目標を下回ったことと、予測を上回る人口減少が原因と考えられます。

浄化槽汚泥量 1,923キロリットル 2,194キロリットル 1,956キロリットル

農業集落排水施設等

合併処理浄化槽等

小計：汚水衛生処理人口

単独処理浄化槽等

非水洗化人口

小計：未処理人口

合計：総人口

汲取りし尿量 3,261キロリットル 1,783キロリットル 2,514キロリットル

公共下水道

生活排水処理に関する指標 平成30年度現状 令和6年度目標 令和6年度実績

循環型社会形成推進地域計画改善計画書

三種町

16,522

247.98

湖沼水質保全特別措置法第３条第２項に指定する区域

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

令和2年4月1日

令和7年3月31日

5年


